
千葉県県立学校チャレンジ応援基金
ふるさと納税で学校の取組を応援しませんか

寄附方法

　地域や卒業生の皆さまからの寄付により、県立学校の特色ある学びや体験活動を応援しています。
各学校では、子どもたちの学びを広げるさまざまなプランを実施しています。

　県内において休日の部活動を地域クラブでの活動とする取組を進めています。
　国のガイドラインを踏まえ、令和13年度までに、原則全ての休日の部活動
を地域クラブでの活動へ展開します。
　これにより、専門的な指導を受けた
り、学校を超えた仲間と活動に取り組ん
だりできるようになります。
　今後も、子どもたちが安心して活動で
きる環境づくりを進めていきます。

　教員免許状を持っていなくても先生として働ける免許「特別免許状（トクメン）」。
　県教育委員会では、介護福祉士や保健師などの専門分野で勤務経験のある方や、国内外のスポーツ
競技で活躍された方など、専門性をもつ方に対して、教師として働くための「特別免許状」制度を実施
しています。

 　 0120-23-1008教育政策課

 　 0120-23-1008保健体育課

 　 0120-23-1008教職員課

令和７年度に実現したプラン
（一部紹介）

大型スクリーンを活用した学習環境整備

プランの一覧は
　　　　こちら ▶

木更津高等学校

公立学校の臨時的任用職員等

▶電子決済で寄附
「ふるさとチョイス」または「ちば電子申請サービス」で申し込み
→ クレジットカードや電子マネーで振り込み

税制上の優遇措置
▶個人の場合
寄附金のうち、2,000 円を超える金額が、住民
税などから全額控除されます。（控除には上限
があります）

こんな経験を生かせます（一例）
▶高等学校（福祉）
正規採用の介護福祉士として3年以上の実務経験を有する方

ちば電子サービスで「特別免許状につな
ぐための調査用紙」をご提出ください。

▶高等学校（看護）
正規採用の看護師、保健師、助産師として、
3年以上の実務経験を有する方

▶企業の場合
寄附金の全額を損金算入することが
できます。（本社が県外に所在する場
合、企業版ふるさと納税の対象とな
り、最大で寄附額の約 9割が軽減さ
れることがあります）

▶現金で寄附
「ちば電子申請サービス」で申し込みまたは所定の「寄付申出書」
に記入し、県教育政策課へ郵送、ファクス、メールのいずれかで
送付
→納付書が届いたら、近くの金融機関で振り込み　

ふるさとチョイス ▶ ちば電子申請サービス ▶

提出先は
こちら

詳細はこちら

全体の流れは
　　　こちら ▶

詳細はこちら ▶
中学校の部活動が新たなステージへ

令和8年度から
改革実行期間がスタートします！
令和8年度から
改革実行期間がスタートします！

ちばの学びにあなたの力を貸してくださいちばの学びにあなたの力を貸してください

特別免許状で「トクメン先生」になりませんか？特別免許状で「トクメン先生」になりませんか？専門的なスキルや
経験を持つ方へ

申込
方法

　県内の公立学校で働く方を
募集しています。明るくたくま
しい「ちばっ子」を育てる仕事
に就きながら、あなた自身を
みがいてみませんか。

スクール・サポート・スタッフ

詳細はこちら

　教職員に代わり、授業準備
や、掲示物の作成、行事や会
議の準備等を行います。

副校長・教頭マネジメント支援員

詳細はこちら

　副校長や教頭を補佐するマネ
ジメント支援員として、校内マネ
ジメント業務補助や、保護者・
外部との連絡調整（軽微なも
の）、施設管理等を行います。

ちばクラサポ（千葉県地域クラブ活動等指導者人材バンク）

詳細はこちら

　部活動や地域クラブで子ど
もたちの指導やサポートを行
う人材を募集しています。未来
の才能を伸ばすお手伝いをお
願いします！

 　 0120-23-1008※職種により担当課が異なります

大型スクリーン導入
見やすい授業
発表スムーズ

木材工芸を身近に～木材工芸の地域発信に向けて～

市川工業高等学校

市工彫の地域発信
中学生向け体験講座
ハンドメイド体験

体操部環境整備プラン

袖ヶ浦高等学校

新体操マット整備
練習環境の充実
体操教室の開設

視聴覚機器整備プラン

桜が丘特別支援学校

ゲーム感覚で楽しく運動
リハビリ機器を導入
専用教室を整備

詳細はこちら

松戸向陽高校で福祉を
教える「トクメン先生」

前職で介護施設の介護福祉士として
勤務していた経験を生かし、福祉の
現場のリアルな状況を生徒に伝える
ことができます。
また、教師・生徒の関係だけでは
なく、 先輩・後輩としても資格取
得に向けてサポートできます。

「トクメン先生」の声

「細かい部分までみやすい！」
「生徒会行事でも活用したい！」

「地域の中学生と作業ができて楽しかった！」
「伝統工芸の魅力を伝える良い経験になった！」

「高度な技に取り組めるようになった！」
「校内で本番を想定した練習ができるようになった！」

「体を動かすのが楽しい！」
「イラストの動きや音を楽しめる！」

教員免許が必要な場合があります。

教員免許がなくてもOK!

教員免許がなくてもOK!

教員免許がなくてもOK!
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